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ＪＰＣＡ規格 
 

石英ファイバを用いた 
                  ＳＦ光コネクタの詳細規格       JPCA-PE03-01-01S 

 
Detail Specification for Optical Board Connector 

type SF using glass Fibers 
 

1. 適用範囲（Scope）  本規格は，ファイバフィジカルコンタクト技術を用いて石英ファイバを用いたフレキシブル光

配線板間及びリボンファイバ間を光接続できるＳＦ光コネクタの詳細規格に関するものである。 

  本規格制定の目的は，本コネクタの特性規格及びその評価方法に関して規定するとともに，光配線板への本コネクタ

の組み込み条件を明確にすることにある。 

 
2. 引用規格（Normative references）  本規格の引用規格を次に示す。 

・一般事項  ：IPC-0040  Optoelectronis Assembly and Packaging Technology 

・光ファイバ：IEC 60793-2-10  Optical Fibres - Part 2-10: Product specifications - Sectional specification 

              for category A1 multimode fibres. 

              IEC 60793-2-50  Optical Fibres - Part 2-50: Product specifications - Sectional specification for  

              class B singlemode.” 

・光コネクタ：IEC 60874-1  Connectors for optical fibres and cables - Part1:Generic specification 

・光配線板  ：JPCA-PE02S  光配線板通則 

              JPCA-PE02-01-01S  石英ファイバを用いたフレキシブル光配線板の詳細規格 

・試験方法  ：IEC 61753-1-1  Fibre optic interconnecting devices and passive components performance standard - 

              Part1-1: General and guidance - Interconnecting devices 

              IEC 61300  “Fibre optic interconnecting devices and passive components - Basic test and 

              measurement procedures”シリーズ 

              JIS C 5961  光ファイバコネクタ試験方法 

 

3. 用語（Terms and Definitions）  以下に規定する用語以外については，IPC-0040，IEC 60874-1，JPCA-PE02S，

JPCA-PE02-01-01S及びJIS C 5961を参照する。 

(1) ＳＦコネクタ（SF Connector）  Sagged Fiber コネクタを略称してＳＦコネクタという。 

(2) ファイバフィジカルコンタクト（Fiber Physical Contact）  光コネクタの接続において，プラグ内のファイバが

マイクロホール又はＶ溝内でもう一方のプラグのファイバとファイバ先端同士を突き合わせて，このとき発生する

座屈力により光ファイバを物理的に接触させて接合する接続方法をいう。 

(3) 座屈（Buckling）  光ファイバが軸方向に圧縮力を受け，光ファイバが圧縮限界を超えたとき，光ファイバが軸に

直交する方向にたわむことを座屈という。また，この座屈が発生するときの圧縮力の限界値を座屈力という。 

(4) プラグＡ（Plug A）  本ＳＦ光コネクタにおいて，プラグ内部で光ファイバが座屈する構造のプラグをいう。 

(5) プラグＢ（Plug B）  本ＳＦ光コネクタにおいて，プラグ内部で光ファイバが座屈しない構造のプラグをいう。 

(6) クランプスプリング（Clamp Spring）  本ＳＦ光コネクタにおいて，プラグＡ，プラグＢをアダプタに固定する機



 

 

2 

能を持つ，アダプタを構成する部品をいう。 

4. 分類（Classification） 

4.1  構成部材 本光コネクタの構成部材は表4.1による。本光コネクタの接続構成は図4.1による。 

 

表4.1  構成部材 

名 称 形状及び寸法 

プラグＡ 図 5.1.1，表5.1.1 

プラグＢ 図 5.1.2，表5.1.2 

アダプタ 図 5.1.4，表5.1.4 

 

4.2  光ファイバの分類 本コネクタに適合する光ファイバの分類は表4.2による。 

 

表4.2  光ファイバの分類 

名 称 仕 様 

石英シングルモードファイバ IEC 60793-2-50による 

石英マルチモードファイバ IEC 60793-2-10による 

 

 

        プラグＡ               アダプタ            プラグＢ 

図4.1  光コネクタの接続構成 
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5.  要求条件（Requirement） 

5.1  構造及び寸法 

5.1.1  プラグＡ プラグＡの結合部の構造，形状及び寸法は，図5.1.1及び表5.1.1のとおりとする。 

  なお，寸法の規定がない個所の構造及び形状は，参考のため例示した。 

 

 

 

図5.1.1  プラグＡ 
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表5.1.1  プラグＡ寸法 

寸 法 項 目 
最小値 最大値 

備 考 

Ａ 3mm －  
Ｂ 7mm －  
Ｃ 2.5mm －  
Ｄ 1.005mm 1.03mm  
Ｅ 2mm －  
Ｆ － 3.3mm  
Ｇ (16.9mm) 参考寸法 
Ｈ 11.3mm －  
Ｊ 6.37mm 6.4mm  
Ｋ 8.5mm －  
Ｌ － 0.1mm  
ＬＡ (0.1mm) 参考寸法 
ＢＡ (φ0.125mm) 光ファイバ参照 
ＢＢ － φ0.08mm 注１ 
ＢＣ 25 degree 65 degree  
注１．寸法ＢＢの最小値はファイバコア径より大きいこと。 
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5.1.2  プラグＢ プラグＢの結合部の構造，形状及び寸法は，図 5.1.2及び表 5.1.2のとおりとする。 

  なお，寸法の規定がない個所の構造及び形状は，参考のため例示した。 

 

 

図5.1.2  プラグＢ 
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表5.1.2  プラグＢ寸法 

寸 法 項 目 
最小値 最大値 

備考 

Ａ 3mm －  
Ｂ 7mm －  
Ｃ 2.5mm －  
Ｄ 1.005mm 1.03mm  
Ｅ 2mm －  
Ｆ － 3.3mm  
Ｇ (16.9mm) 参考寸法 
Ｈ 11.3mm －  
Ｊ 6.37mm 6.4mm  
Ｋ 4.3mm －  
Ｌ － 0.1mm  
ＢＡ (φ0.125mm) 光ファイバ参照 
ＢＢ － φ0.08mm 注１ 
ＢＣ 25 degree 65 degree  
注１．寸法ＢＢの最小値はファイバコア径より大きいこと。 
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5.1.3  ファイバ位置 プラグＡ及びプラグＢのファイバ位置寸法は，図5.1.3及び表5.1.3のとおりとする。 

 

図5.1.3  ｄ部拡大図（ファイバ位置） 

 

表5.1.3  ファイバ位置寸法 

寸 法 項 目 
最小値 最大値 

備考 

ＣＡ 0.115mm 0.135mm 注２ 
ＣＢ 0.365mm 0.385mm 注２ 
ＣＣ 0.615mm 0.635mm 注２ 
ＣＤ 0.865mm 0.885mm 注２ 
ＣＥ 1.115mm 1.135mm 注２ 
ＣＦ 1.365mm 1.385mm 注２ 
ＣＧ 1.615mm 1.635mm 注２ 
ＣＨ 1.865mm 1.885mm 注２ 
注１．Ｘ軸に対する対称度は0.02mm以下であること。 
注２．各寸法はファイバの先端位置について規定する。 
注３．データムＸはＤ寸法の中心線であるＸ軸を示す。 
注４．データムＹはＪ寸法の中心線であるＹ軸を示す。 
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5.1.4  アダプタ アダプタの結合部の構造，形状及び寸法は，図5.1.4及び表5.1.4のとおりとする。 

  なお，寸法の規定がない個所の構造及び形状は，参考のため例示した。 

 

 

インターフェース詳細図 

 

図5.1.4  アダプタ 
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表5.1.4  アダプタ寸法 

寸 法 項 目 
最小値 最大値 

備考 

Ａ － 8.3mm  
Ｂ 6.7mm －  
Ｃ 7.2mm －  
Ｄ 6.405mm 6.43mm  
Ｅ 5mm －  
Ｆ (3.3mm) 参考寸法 
Ｇ 0.97mm 1mm  
Ｈ 1.65mm －  
Ｊ － 2mm  
Ｋ (φ0.125mm) 注１ 
Ｌ － 4.25mm  
Ｍ － 11.3mm  
Ｎ (16.9mm) 参考寸法 
ＡＡ (4.1mm) 参考寸法 
ＡＢ (9.3mm) 参考寸法 
ＡＣ (35mm) 参考寸法 

注１．ファイバ(φ0.125)をアライメントできること。 
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5.1.5  マイクロホールの位置 アダプタのマイクロホール位置の寸法は，図 5.1.5及び表 5.1.5のとおりとする。 

図5.1.5  ｂ部拡大図（マイクロホール位置） 

 

表5.1.5  マイクロホール位置寸法 

寸 法 項 目 
最小値 最大値 

備考 

ＣＡ 0.115mm 0.135mm 注２ 
ＣＢ 0.365mm 0.385mm 注２ 
ＣＣ 0.615mm 0.635mm 注２ 
ＣＤ 0.865mm 0.885mm 注２ 
ＣＥ 1.115mm 1.135mm 注２ 
ＣＦ 1.365mm 1.385mm 注２ 
ＣＧ 1.615mm 1.635mm 注２ 
ＣＨ 1.865mm 1.885mm 注２ 
注１．Ｘ軸に対する対称度は0.02mm以下であること。ただし，ファイバのガイドエリアが対称

度を含む場合は，当事者規定としてよい。 
注２．各寸法はファイバの先端位置について規定する。 
注３．データムＸはＧ寸法の中心線であるＸ軸を示す。 
注４．データムＹはＤ寸法の中心線であるＹ軸を示す。 
注５．ファイバのガイドエリアは，マイクロホール中心から距離が0.045mm以上であること。 
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5.2  石英ファイバフレキシブル光配線板とのインターフェース条件 本コネクタを石英ファイバフレキシブル光配線

板に取付ける条件は図5.2及び表5.2による。 

  なお，寸法の規定がない個所の構造及び形状は，参考のため例示した。 

図5.2  フレシキブル光配線板 

 

 

表5.2  取付け寸法 

寸 法 項目 
最小値 最大値 

備考 

ＤＡ 20mm － 注２ 
ＤＢ 10mm －  
注１．Leg部のファイバ本数は16本以下であること。 
注２．コネクタを取付けたときのコネクタ部に必要な寸法を示す。 

 

5.3  使用環境条件 本規定の試験方法は，光コネクタの使用環境試験方法IEC 61753-1-1により行い，合否判定は，所

望の機械的特性及び光学的特性を維持していることによる。 

環境仕様：0℃～+60℃の環境で長期信頼性を保ち，0℃～+50℃の環境で挿抜操作も可能なこと。 

この環境仕様以外の場合には，特殊環境仕様として当事者間規定とする。 
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5.4  性能 性能に対する要求条件は以下による。この項目以外の場合には，特殊性能として当事者間規定とする。 

5.4.1  外観 

試験方法：IEC 61300-3-1 

要求条件：a) 機械的に異常なく結合すること。 

     b) 機械的損傷：変形，き裂，緩みなどの有害な損傷がないこと。 

 

5.4.2  初期光学的特性 

5.4.2.1  挿入損失 

試験方法：IEC 61300-3-4 

要求条件：a)シングルモードファイバ：1dB以下 

     b)マルチモードファイバ ：1dB以下 

 

5.4.2.2  反射減衰量 

試験方法：IEC 61300-3-6 

要求条件：a)シングルモードファイバ：40dB以上 

     b)マルチモードファイバ ：25dB以上 

 

5.4.3  機械的特性 

5.4.3.1  振動 

試験方法：IEC 61300-2-1 

試験条件：a) 振動数の範囲：10Hz～55Hz 

     b) 振幅（片振幅）：0.75mm 

     c) 掃引回数：15回(一軸方向あたり) 

     d) 初期測定の項目：挿入損失，反射減衰量 

     e) 最終測定の項目：挿入損失，反射減衰量及び機械的損傷 

要求条件：a) 挿入損失：試験後最終測定値は1.2dB以下を満足すること。 

     b) 反射減衰量：5.4.2.2を満足すること。 

     c) 機械的損傷：5.4.1を満足すること。 

 

5.4.3.2  衝撃 

試験方法：IEC 61300-2-12 

試験条件：a) 落下高さ：1.5m 

     b) 衝撃の回数：5回 

     c) 初期測定の項目：挿入損失，反射減衰量 

     d) 最終測定の項目：挿入損失，反射減衰量及び機械的損傷 

要求条件：a) 挿入損失：試験後最終測定値は1.2dB以下を満足すること。 

     b) 反射減衰量：5.4.2.2を満足すること。 

     c) 機械的損傷：5.4.1を満足すること。 
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5.4.3.3  繰り返し動作 

試験方法：IEC 61300-2-2 

試験条件：a) 繰返し動作回数：50回 

     b) 初期測定の項目：挿入損失，反射減衰量 

     c) 最終測定の項目：挿入損失，反射減衰量及び機械的損傷 

要求条件：a) 挿入損失：試験後最終測定値は1.2dB以下を満足すること。 

     b) 反射減衰量：5.4.2.2を満足すること。 

     c) 機械的損傷：5.4.1を満足すること。 

 

5.4.3.4  クランプスプリング押圧力 

試験方法：この規格の6.1に規定した試験方法による。 

試験条件：a) 試験中の確認項目：反射減衰量 

要求条件：a) クランプスプリングの押圧力：7.2N～12.8N 

 

5.4.4  耐環境的特性 

5.4.4.1  高温放置 

試験方法：IEC 61300-2-18 

試験条件：a) 試験温度：60℃ 

     b) 試験時間：96時間 

     c) 初期測定の項目：挿入損失，反射減衰量 

     d) 最終測定の項目：挿入損失，反射減衰量及び機械的損傷 

要求条件：a) 挿入損失：試験後最終測定値は1.2dB以下を満足すること。 

     b) 反射減衰量：5.4.2.2を満足すること。 

     c) 機械的損傷：5.4.1を満足すること。 

 

5.4.4.2  高湿放置 

試験方法：IEC 61300-2-19 

試験条件：a) 試験温度：40℃ 

     b) 試験湿度：93% 

     c) 試験時間：96時間 

     d) 初期測定の項目：挿入損失，反射減衰量 

     e) 最終測定の項目：挿入損失，反射減衰量及び機械的損傷 

要求条件：a) 挿入損失：試験後最終測定値は1.2dB以下を満足すること。 

     b) 反射減衰量：5.4.2.2を満足すること。 

     c) 機械的損傷：5.4.1を満足すること。 
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5.4.4.3  温度サイクル 

試験方法：IEC 61300-2-22 

試験条件：a) 高温温度：60℃ 

     b) 低温温度：-10℃ 

     c) 各温度の放置時間：60分 

     d) 温度の変化速度：１℃/分 

     e) サイクル数：5サイクル 

     f) 初期測定の項目：挿入損失，反射減衰量 

     g) 最終測定の項目：挿入損失，反射減衰量及び機械的損傷 

要求条件：a) 挿入損失：試験後最終測定値は1.2dB以下を満足すること。 

     b) 反射減衰量：5.4.2.2を満足すること。 

     c) 機械的損傷：5.4.1を満足すること。 

 

5.5  表示条件 光コネクタ部又は光コネクタ近傍の光配線板上に光コネクタのプラスチック材質が特定できる表示を

すること。 

 

6. 試験方法（Test methods） 

6.1  クランプスプリングの押圧力 

  a) 装置 この試験に用いる装置は，c)の試験を行うのに十分な条件を備えた引張試験機，ゲージなどとする。 

  b) 準備 供試のアダプタに，プラグＡ及びプラグＢを結合させる。 

  c) 試験 次の図に示すようにクランプスプリングを押し広げるように引張力を加え，反射減衰量が5.4.2.2の規格値

より小さくなったときの引張力を測定する。 
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